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華北の山野かけある記

①

この雑文は私が北支那開発株式会社の調

査局員として華北の各鉱床地帯を歩き回

リ特に印象に残った思い出の数々を書き

綴ったものであるが20数年を経過してい

るので多少記憶違いもあることと思う.

また当時の華北の情勢特に産業基盤の

育成強化のためにあわただしい北京に北

支那開発株式会杜の誕生をみるに至った情

況を記して文章の不備を補艮したい.

昭和12年の秋濾溝橋畔におこった1発

の銃声はたちまち枯野に野火の広がるよ

うに華北全域に向って広がっていった.

戦線カミ拡大するに伴い軍カミ接収する事業

体も多く其後の管理もあって接収管理

の業務を北京にあったK社に委託した.

私は昭和13年1月K社の嘱託として鉱山

の接収管理に従事するために渡支した.

まる3年のうちに内地の各鉱山会社(他

都門においても同様であつだろうと思う)

はそれぞれの希望と国家経済的見地か

らの割り振りで各接収鉱山に進出し開発に

努力することになった.

一方北京ではこれ等の事業体を統轄す

るために国策会社である北支那開発株式会

社匁るものが生れ接収管理業務に専念し

たK杜は発展的に解消して北支郡開発会杜

に吸収された.その北支那開発会社の1

部門として調査局が誕生したのが15年末頃

でその経費は全額国庫補助で本社各部

門とは別会計であった.私ほ16年の1月

に調査局の職員を拝命したのであるが当

時は地下資源関係の調査員も経済調査員

済原清人

も少人数で第1調査室第2調査室とわ

かれていただけで細かな職制は柱かっ

た.英後3月頃から4月にかけて満鉄調

査都から多数の地質採鉱試錐測量

等の地下資源調査員カミ転入しまた他の会

社や新卒生の採用など赫あって急に人員

が充実したので第一次の機構改革があって

調査局は下図のように改められた
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等がご健在である.
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1.五台山赤白珪石鉱床の思い出

昭和16年の春なお浅い某目私は軍が接

収した天津の北洋(?)大学の書庫の中で

AさんTさんと共に図書の整理をしていた

会社の地下資源関係や経済調査に必要な

文献があれば抜き申すようにとの軍の好意

によるものである.薄暗くて寒々とした

部屋でAさんの講義?を聞きな那ら1

2冊の本を選び出した時である.会社か

らの電話で私にすぐ会社に帰れとのこと

急いで北京に帰りY審査役の前に立った.

Yさんは優しい眼差しで私を見ながら“五

台山のγの赤白麓肩調翻ζ行かないか!

資料整灘〃よいだるうザと言われた.

私としてはもちるん臓い書庫の中で老人

のAさんと資料の整理をするより野外調

査の方がずつあ良珍叱決っているが赤白

珪石などというものの鉱床は文献で読んだ

ことさえない代物だけに返答をためらわ

ずにはいられなかった.私の当惑した気

持を察して下さったのかYさんは“K君

も同行させよう君とK君は旧知の間柄だ

ったね2人で相談しあってやって来たま

え''と冒って下さった.私は親切な上司

の倫令を直ちに受けた.測量はつい先

日陸軍中尉の軍服を着て着任して調査室の

連中をビックリさせたH君に決った

五台山というのは山西省東北部の支

郡では有数の霊山で地質上にも五台系な

どの名称で矢口られた有名な山であるが治

安の悪いことでも当時は有名であった.

土地も高く奥地であるので寒気を予想して

会社の用度係で皮のジャンパｰを借用して

溝て行くことにした.治安の悪さに対す

る不安もさることながら大陸に渡って3

年にもなるが共間軍の鉱床接収業務に

たずさわっていたのでこの調査が大陸で

の初めてのことで耕しい土地の地層に対

する不安と興味の入り混った複雑な気持で

山酒の主都太原に向かった.太原の山西

産業本社で現地の様子を聞き鉱床近くに

ある同社の定嚢鉄鉱々業所へ連絡1泊し

て現地に向かう現地にもっとも近い宿泊

できる町は東冶鎮という町でこの町は旧

山西軍閥の大御所閻錫山氏の生家のある町

でそれはおどろくほどの豪壮な邸宅であ

ったこの町には日本軍の基地があり中隊

本部があった.

われ等調査班の警備もここでだしてもら

うことになった.トラックには軽機も1

丁持込まれたか五台山を眼前にした山西の

奥でわずか1コ分隊にもたらぬ警備では

心細くてしかたがなかった.それに道路

は山西省特有の厚い黄土層の崖下を通り見

通しはまったくきかない.敵の大軍のた

だ判こ突込ノ)で行くような無謀さが時々脳

裏をかすめる.黄土がやや薄くなり見�
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通しがよくなると眼前に峨々とした山塊が

現われてきた.これが五台山々塊の一角

である.鉱床は踏が山塊に突き当った

所だと案内人がいう.車は露頭の直ぐ下

で止まった.H君は早速平板を組立てて

測量にとりかかる測量の範囲の概略を定

め兵隊さんには2手に分かれてもらって

鉱床両側の屋根に登って調査員が安心して

働けるようにした.前方蓬かな稜線に敵

兵らしきものが2･3人見えるという.

敵の歩噌であることは確実だ撃ってこな

ければよいがと念じながら仕事にかかる.

トラックの前の小さた谷を埋めて硬度

氷河のような格好で白と赤の斑状岩塊が

長く続いている.これが赤白珪石か!

初めて見る奇異な鉱石その乳白色と赤褐

色の色調の軟かく美麗なことちょうどロ

ｰスの肉を思わしめるものがある.私に

はもちろん其品質の良し悪しがわかろうは

ずもないがただ物でないことは容易に推

察された.聞くところによれば非常に優

秀底珪石だとのことであるこの谷を満た

した鉱体?のみに気をうぱわれていて

ふと上方の尾摂の露岩を眺めるとどうも

赤白の斑状構造のようでさては尾根都の

ものが鉱体の本体であってこの谷部のも

のは尾根の露頭が崩れ落ちてきたものでは

なかろうかとの疑惑が深まってきた.私

は最初にこの鉱石を見たとき古い(震旦

紀ぐらいの)礫岩の変質したものではなか

ろうかと思ったのであるがこの付近の状

態からは地層と直交した状況下にあり尾

根の露出状沢からは整層状態に見えるので

ある.いずれにせよ尾根都の露頭を見ね

ば請になら柵･と考えK君はと見れば

はるか上方の尾摂近くをはうようにして登

っている.私も後を追った.

尾根は右方が高く峯に続き左方に低く

谷へ伸びている.鉱体はこの尾模の頂部

に連続し層状に発達している.そして私

共が登ってきた面で数mの崖をつくりそ

の上に登ることは容易でない.この上に

登り鉱体の厚さや延長を見極めようかそ

れには迂回しなくてはならぬなどと考えて

いた其時数発の銃声が奥の方から聞こえ

た.今まで数回敵襲を経験したところか

ら判断して銃声は少なくとも1粁余を離

れている.

しかし山から降りたりトラックに乗込

んだりするには案外時間もかかるしそれ

が威嚇射撃であったとしてももう調査な

どのできる情況でないことは確かなので敵

が接近せぬ間に引揚げることにした.つ

いにこの鉱床が堆積起源の層状鉱床である

かまた丁字形に露出するところから火成

々因のものであるかさえ見極め得ずしてこ

んな現地の状況で未完成の調査に終わっ

…＼

/､＼､｡.

･■二二'べ､

｡/イ､､一

'･･へ.

一_､'^一1

一コ1,'

㌻畷ジ/

五台山赤

たが襲撃を受けなかっただけでもまだ幸い

だったと自分白身をなぐさめて北京に帰っ

たのである.

先年故人となられた主査のH審査役は厳

格な方だった.私はおそるおそる未完成

の地質図を先生の前に差し出した.出張

の報告である.2･3の質問を受けた後

主査は“もう1度行ってきたまえ"と一言

してホイと立って出て行かれた.私は泣

くにも泣けぬ思いで引きさがった.それ

を脇で聞いておられたY審査役が私の前に

立たれた.父親から叱られてペソをかい

ている子供をなぐさめる母親のように優

しい眼差しで言われた垂`北京大学の丁先生

に電話しておくから先生から色々教えて戴

いて報告書をまとめなさい"と私は涙が

にじみ出るのを止めることができなかった

早速採取してきたサンプルと他人には見

せたくない未完成の地質図を持って大学に

丁先生をお訪ねした.先生から礫岩では

なかろうかというお返事を戴いたのがほ

んのチョッピリ私の心を明るくしただけで

大陸最初の調査は落第点の暖い気持でお

おわれた.

2.焦作鉄鉱臥竜城の思い出

これも16年のだしか秋の気候のよい時だ

ったと思う.北京犬使館(当時は興亜院

といった)から河南省の焦作鎮附近に大規

模な鉄鉱床が発見されたと軍から連絡が

あったので調査員を派遣してもらいたいと

の申し入れがあった.

北支開発調査局の主脳部には北支の地

下資源に対する概略の見当はついていたの

であの辺にそんな大規模の鉄鉱床があろ

う筈がないとわかっていたが軍や大使館

に逆らうようなことは許されず“誰か行か

ずぱなるまい"というグ)がほんとうび)とこ

ろであったようだ.

当時はもう局にも満鉄調査部からの大量

転入で調査員の陣容も立てなおっており

私などが鉄鉱床の調査に狩出されなくとも

グ､ぺ

珪石鉱床

多士済々というのが実1青であったのである

が主脳部の該鉱床に対する予想はおそ

らく山西武鉄鉱で奥陶紀石灰岩上の不整

合面にできた残留鉱床であろうということ

でY審査役から私に行くようにと話しが

あった.

世の風評というものにほ諸に尾鰭がつい

て大きく在りがち枚ものでこの話をN杜

の北京駐在員W氏が聞いて内地のN本社に

打電した.N杜では“そのような大鉄鉱

床を見逃がすことはできない"とばかり調

査課長のY氏が若い地質家F君を帯遺して

飛行機で北京に飛んできたそして私の調

査に参加させてもらいたいと申し入れた.

当方に文句のあろう筈もなくN杜のY氏

F氏北京駐在員のW氏それに小生の1

行4人で出発することになった.

現地焦作に着くと駅には立派征乗用率が

迎えに来ておりちょっと毛色の変わった

葉参謀本部という門札のかかった一郭に案

内された.参謀数名に附き添われた司令

官は“左剣竜"という人で針のような荒

い真黒な髭をたくわえた見るからに荒武者

という感じの人であった.彼の語るとこ

ろによれば彼は所謂葛城の頭領であって

手兵1万有余を有し河南の渡河作戦でわ

が軍に協力其功により本鉄鉱床の権利を

軍からもらったとのことであった.また

左剣竜氏は語る.自分はまぎれもなく日

本人であるが先の満州事変で戦死者の列

に加えられ日本国籍を失った.それで

しかたなく満州で馬賊となり推されるまま

にその首領となり現在の中国名を名のる

に至ったが本名は佐藤巣である意味のこ

とを述べた.その風貌には彼の経歴を物

語るものが感じられた.

もともとこの調査はわが社の調査として

計画されたものでありN杜はそれに便乗

したに過ぎないのであるから筋としては私

が交渉の矢面に立たねばならぬ運命にあっ

たが幸にY氏が年令的にもまた社会的な

貫録といったような点でも若輩の私らが出�
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るまくではなく私はお伴の格で引きさが

っていたので自然Y氏が調査のリｰダｰ

となり私はおおいに助かったよう荏次第で

ある.いよいよ自動率数台を連ねて鉱床

現場に乗り込むことになった.鉱床は焦

作鎮の街の後方台地上一帯であるが道路は

よく整備されていた.台地の一段高い所

に割石を積んでつくった城壁があり頑丈そ

のもので数十名で守れば数千の敵も容易に

これを落すことはできないといっていた.

城門には肉太な達筆で“臥竜城"と書か

､れていた.

鉱床はこの臥竜城一帯がそうであり局

の主脳が予想された通り山西武鉄鉱であっ

た.山西武鉄鉱というのは奥陶紀石灰層

上都の不整合面上や石籏記上都の不整合

面上等に形成された露天化残留鉱床で一

般に径10～303m程度の褐鉄鉱団塊で山

西省の炭田地域に発達がよいめで山西式と

いう名称が生まれたのであろう.当地域

のものは奥陶紀石灰岩層上部にできたもの

でその上部に在るべき石炭系の地層が完全

に剥脱されたか堆積カミ底かったのか不整

合面上の鉄鉱はぱん土質貫治と共に露出し

緩やかな基盤の起伏面上に乗って点在して

いる.このような状況を見れば軍人のみ

にかぎらず素人目には地下一帯に犬鉄鉱

床が広がるのではなかろうかと想像するの

は無理からぬことである.

特に当地域の鉄鉱団塊は大型でも厚ぎ数

㎜径10数㎜に達するので地に埋もれた状

況からは団塊を想像することはちょっとむ

ずかしいところであろう.

この鉱床は本調査の1･2年後にG社に

より土法製鉄用として開発されることにな

り私と採鉱斑のK意が開発計画に参加す

ることになり再び当鉱床を見る機会があ

ったが試掘坑道によっても鉱体が偏平な

団塊であることは確かめられた.(土法製

鉄とは径103m長さ50cm内外の円筒状

のルツボに鉄鉱百を入れて野焼的にルツボ

内の鉱有を溶かして鉄をつくる方法で中国

で古くから用い『)れた製鉄法のことであ

る)

調査を済ますと司令部側では町の料亭に

宴席をもうけておリ辞退のできるような

情況ではなかった.千軍万馬の中を撃ち

龍

臥籠城㌧一'''･･“_､
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まくリ駆け回った荒武者達がずらリ居並ん

で編みつけられては如何に私が酒を好む

からといってもそううまうまとは飲め

ない.特にその後に待つものあPと感

じられては筒更のことである.急拠内地

から飛んで来られたYさんはさぞ後悔さ

れた事であろう.私は私が負うべき責任

と難儀をだまって自分で引受けていられる

Yさんに申し訳ない気持でイッパイだった

酒宴が済むとついに心配していたことが

現実の問題としてあらわれた.左剣竜氏

はYさんの前に座を占めて犬鉱床である

という折紙をつけてくれというのである.

このよう表種類の人に鉱床の実体を説明し

て理を通して了解してもらうことはきわめ

て困難なことである.私は少し離れて坐

っていたのでYさんとの間にやリとりさ

れた言葉はわからないが一方は“色よい

返事をくれ"の他に匁く一方は実体を無

視した虚偽の報告書は書け恋いという平行

線上を走ってお互いにゆずらなかったよう

にみえた.Yさんは後に会社の重役にな

られた程の人であるから供応や威し恋とで

へなへなと崩れ落ちるようなだらしない

方ではなく眼先に鋭い光炉みられるように

激しい気性の方だった.

北京から京漢線を南下する汽車の中で若

いF君に“看達は古本屋などでこれは立

派粧資料だと思うものを見つけた時は明日

会社の手続きを済ませて買求めよう祖とと

思わず自分で立替えてさっさと買って帰

れ立派な資料恋どは明目までそこに在ると

は限らないぞ.事務やの言うことなど聞

いていては仕事にならない.後は俺が始
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来してやる"と.信念に生き抜いてこら

れた氏の強い性格を示す諸は他にも承った

決が手兵1万有余を率いる馬賊の頭領との

対にも少しも動ずる危なく一歩も譲られ

なかった其目の氏の態度は私の脳裏に強

く焼付けられた.

3.山西静楽県西馬坊鎮の満俺

鉱床と敵襲の患い出

太原の北方析県から西へ約100kmの

地点に静葉県があり静葉県からさらに西

方20kmのところに酉馬坊鎮という村落が

ある.だいたい鎮という字は犬き恋村落

目本なら町という字に相当するもののよう

であるが酉馬坊鎮には町という感じは少

しもなかった.その西周坊鎮の村はずれ

に満俺鉱床があって山西産業の鉱業所が

あった.日産5トン内外の小鉱山であ

る.

昭和17年の初夏の某日払はY審査役に

よばれてこの鉱床調査に行くよう命を受

けた.そして測量の責任者としてKa

君を推された.Y審査役は非常に部下を

可愛がる方でKa君は長い間助手として

働いて来たがもうそろそろ1本立ちでき

るだろうから責任をもたせたいとの親心で

あった.もちろん私に異存のあろう筈も

なくKa君を主任者とし同僚のKo君を

助手とし別格の不老人を加え測量員3名

の多人数となった､若い2人はYさんが

老人を加えた意図がわからないので老人が

加わることを好まなかった様子であった.

通訳のR君と私で1行は5名に狂ったの

である.

太原の特務機関で手続きを済ませ静梨

県にある独立大隊本部への糧秣輸送のトラ

ックに便乗するようにとの命を受けた.

析県から静楽県に至る間は治安の悪いとこ

ろで糧秣輸送のトラック30台余を連ねて

いくのに在お1コ小隊の警備専門の兵員

を必要とした.

析県を離れて暫くの間は道路もさ程悪く

なかったが少し奥に入ると道という程の

適はなく応急にトラックを通すように切

i叫

毅

◇

一

敵襲を受けた河床遺.'�
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開いたところが多かった.ついに河に着

しかかった､もちろん橋梁などのあろう

筈もなくトラックはユ柄また1禰河の

中に入り水深は膝頭程度のものであるが

河幅は馬鹿底く20台余σ)車は河中に並ん

だ.夜行軍ではないが現代版“鞭声粛

々"といった感じで今敵襲を受けた`)

'などと思うと身び)引きしまる思いであった

そんな不吉荏思いにふけっているとき1

台の事が河中でスリップをおこし立ち往生

をしてしまった.さてめんどう恋ことに

なったと気をもんだがたぴたびおこる現

象ででもあるのか兵隊さん達は少しもあ

わてない.それでも相当の時間は費やし

たようで静楽県の部隊本部に潜いた時は夕

陽がせまっていた.輸送部隊に別れを告

げ部隊本部の中庭に待機していた満俺鉱

山のトラックに乗り換えて西周坊鎮に向う

道路はたい.河床に水がないので河床が

すなわち通路であるはるか前方の丘の上

にトｰチカが黒く浮び上る.わが軍の分

噌である.無警備の一行にとっては心強

い安心感を与えるものであった.酉馬坊

鎮に着いた時はまったく夜のとばりが降

りて真暗であった.中隊本部の庭でけ

ックを降りて中隊長や指揮班の連中に挨拶

を済ますともう10時頃にたっていた.

持参の慰問品を差し上げ軍側の招宴があ

った.この中隊本部は部落の裏にある黄

土台上にあって附近を一望のうちにおさ

め調査から帰って汗をふきながら眺める景

色や気分にはなんとも言いようの肌･壮

快さをおぽえたものである.山西産業の

満俺鉱山の宿舎は部落内にあったが犬の

子ともつかず鹿の子でもない1頭の動物が

飼ってあって聞けは“ノロ''という動物だ

そうな.このノロという動物は非常に走

ることの得意な動物だそうで蒙古の平原放

とで軍のトラックに沿って走りその前を

横ぎつてはひかれたりする馬鹿さもあると

のことで可愛いいおとなしい動物である.

満俺鉱床は抗内掘りで日産5トン内タドを

出していた.震旦系の風化の著しい砂岩

層中に層状に発達している.鉱体の厚さ

は40二m内外で連続はさ種ないと考えら

れる.おそらく露天化残留鉱床に属する

ものと推定した.各所で探鉱坑道を掘っ

ていたが黄土層の厚い地域で地層の連

続の追跡が思うにまかせず探鉱は困難な条

件下におかれている.この附近には層状

をなす鉄鉱床もあり1～2皿の厚さでよく

連続するが一般に賓鉱で鉄質砂岩に漸移

する.満廃鉱床との層序関係は明らかに

することができなかった.

2ヵ月の予定の調査も無事済んで軍隊

の特殊な香のある残飯をパクツイていた時

である,陽はすでに沈みタ帽が静かな1土;

あいの部落を包み兵隊達は夜の歩哨勤務

についた.突然静楽の大隊本部から糧

秣輸送のトラック隊が到着したとの電話が

あった.この輸送隊は明朝早く太原に帰

るグ)でこの便を利用するならば今晩のう

ちに静楽に出る必要があリ著しこれも見

送れば次の便はユ週間ばかリ先になる')

である.Ka君は新婚早々σ)出張のこと

とて2ヵ月にもおよぷ山の中の生活には

もう飽き飽きしていたのであろう.私に

出発をせまった私とても木石にあらず

しかも30幾本の男盛り早く引揚げたい気

持に変わりがあろう筈もなかった.あい

にく中隊長は討伐に出かけて留守だった.

留守隊長の若い小隊長に情況判断をもと

めると彼は即座に“大丈夫だ"と答えた

そして続けた“途中に分噌もあることだ

し日本剃0名自衛隊10名をつけてあげ

まし美う"と.私は串発を決意し調査

用具や私物を積むために駿馬11頭を集める

よう通訳の艮君に命じた､

駿馬の調達に時間を費やし出発したの

は夜の10時を回っていた.河床の夜道は

礫につまずくなどで歩きにくかった.私

は万一を考えて調査結果の資料だけはカ

バンに入れて手に持った.

体中の神経が針のように鋭く敏感だった

出発から1時間半か2時間も歩いた時だっ

たろうか左岸の部落から一斉に銃声がお

こった“し凄った''と思って河床に臥した

警備の班長は兵長で私は彼に応戦をうな

がした.しかし彼は聞き入れなかった.

彼の言によると味方の軍勢が少ない時の

夜間戦闘では銃声によって兵員の数を知れ

るので撃っては桂らぬと云うのである.

私は黙らざるを得狂かった.またひとし

きり撃ち出した“駿馬の積荷をおろせ"と

誰かがさけんだ.私は大きそうな礫を手

さぐりで探し頭の前に置いた.

この調査に出発するとき長男がヨチヨ

チ歩きで社宅の門まで送ってき恕姿があ

りありと浮ぶもう再びあの児を見ること

も出来狂いだろうかと悲しい､銃声がや

んだ苦吟だ"と思って後方の粟畑までさが

る.粟畑は河原より1m金高く星明り

に白いシャツが夜目にもくっきりと浮び飛

び上る度にそれが目立った.皆はシャツ

をぬいで捨てた.2ヵ月間の日光浴で皮

腐は渋紙色をしているのでちょうどよい

位の保護色であった.

粟畑に飛び上納)が見えたのであろろう

か敵はまた一斉射撃をしてきた､極度

の恐賄感で喉はカラカラにかわくし尿意

が盛んにおこる.臥せたまま用を足す.

やっと撃ち止んだので更に後退する.幸

に蔚土崖にできた雨裂があったのでその中

に逃げ込んだKa君と私と他にも一人い

苅華北の河にはめずらしい擦源付近ω急流

だが謹であったかついに失念してしまっ

た.この雨裂にいれば敵が攻め寄せて

来たら逃げ場がないので終わりであるが銃

撃に対しては絶対に安心である.そのう

ちには友軍の援軍も来るであろうと少し

落ちついた.銃声も止んだが雨裂の中か

ら出ることは危険であり黙々と夜尿けを

待つ他はなかった銃撃を受けた河向うの

部落から鶏の声が聞こえ夜が薄明りと共

に明けはじめてやっと雨裂の口からのぞい

てみると三七五々粟畑の中から頭を出し

ている.言わず語らずのうちに皆は粟畑

の中に集まった.兵隊達はどうしたのだ

ろうと目で探しているとはるか後方σ)裁

上崖の上に登っていた.襲撃を受け恋が

ら1発の弾も撃たずに逃げ出したふがいな

い兵隊に怒りをおぽえた.

しかしそれ以上に“生き残った"よろ

こびが強かった.兵隊達も丘から下りて

きた1そして班長である兵長は“応戦の

ために後方台地を確保した''という中隊本

都への申訳に口裏を合せてもらいたいと申

し間た.私はあまりの虫のよい兵長の言

葉に腹がたったが.今さら兵隊の責任を

追究してみたところで仕方がなく軍隊の厳

しさを思えば彼等が可愛相に思えて彼の

申し出に応じた.この敵襲事件はいち

はやく太原の山西軍司令都に報告されてい

たので私共は直ちに太原に向って出発す

ることになった.そして山西軍司令部

の参謀室に出頭した.当時調査局の太原

駐在員としてK氏がいた.彼は50才を過

ぎた採鉱やさんであったがその態度がき

わめて高圧的で我々若い連中のもっとも

苦手とするところで彼に対して“K大人"

のあだ名を捧げて敬遠していたのである.

そジ)及大人が私が入って行った参謀室

で参謀と何やら話していた.私が近寄る

と“清漂お前は酔っぱらってでもいたの

かヨ三隻大慈な声で努鳴っ怒｡私はイ康好)こ

の種の野性的な肴動に今さら篤きはしなか

った.ことの次第を弁解すると彼は“酔

っぱらってもいない者があの危険な奥地

で夜行軍などをどうしてやる"とたたみか�
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げて来た.思えば彼の言には私の心

の奥にひそむ北京への望郷の念に針さすも

のがあった.私はKa君に帰りを急がれ

たと思っているが自分自身が帰りを急いた

のではないか私は黙らざるを得荏かっ

た.幸いに参謀は夜行軍のことにはふれ

ず調査結果が水泡に帰したク)ではないかを

心配してたずねただけだった.私は調査

資料を肌身離さず持っていたことに不幸中

の幸いを感じた.

司令部の毘門を出ると後から小走りで

追って来た大人につかまった.彼は言う

“今は済まなかった.しかし俺カミあん

なふうに言ったので参謀は君に対して何

も言わなかった君と俺は内輪同志だ悪

く思う匁"と.私はムッとしていたので

返事もしなかったが考えてみればK大人

の言葉には社会というものの裏がのぞかれ

るようでさすがに人生の大半を過してき

た圭十男のかけひきが感じられて彼の失

礼をせめる気持は柔いだ､彼はそれで

もまだ済まぬと思ったのであろう“何処

がで一杯やろう者等も命拾いをしたこと

だし''と言ってとある店に案内した.

私は山西という土地から早く去りたかっ

たそしてあの事件を早く忘れたかった

そしてぼんやりと無意識のうちに彼につ

いて歩いていった.北京に帰る汽車の中

で“もうこんな危険な仕事はやめよう"そ

して少荏くとも生命の安全だけは保証され

ている内地に引揚げようと考えた.

会社では皆が心配して待っていてくれた

が“心配"よりも敵襲への興味の方カミ強か

ったようだ.私はY審査役に会社を辞め

て内地に帰りたい旨をのべた.Yさんは

“そう思いつめんでもよいではないかし

ぱらく何もせずボンヤリして過し給えそ

のうちにはまた山に出かけたくなるよ"と

やさしくいたわって下さった.

この時もまた私はYさんに“母親"を感

じたそして甘えるように数週間を脇の

ぬけた人間のように何もせずに過した

今にして思えばこの事件も夏の夜の短い

悪夢のよう匁ものであった.

皐.添源県付近のダム調査の思い

出

華北電業公司の発案であったが我社の

電業部の企画であったか記憶にないが

凍源県付近のダムサイトの調査をやるので

調査局から1人地質やに参カ回してもらいた

いという電業部からの要請で私が行くこと

になった.調査班のメンバｰは電業部

のN審査役輩北電業公司の職員数名そ

れに私の5～6名であった.

北京からトラックで現場に向ったのであ

るが河は白滝の1支流に属するものであ

ろうか五台山に続く山脈に源を発して東流

し内側長の城ある山脈を横断して華北の

平地に流れ出す河であった.

薬北の河は一般に祝福の腹い割に水量が

少なく静かな流れであるかまたは河水は

なく大雨の後だけの河で普通は奥地に至

る道路として使用されているものが多いと

考えていた私にはこの減の水量の豊富さ

河中の岩や河崖の岩に白い飛沫をあぴせて

流れるはげしさが叢っ淀く内地の川を見

るようで楽しかった.こん削■1が大陸に

あるとは夢にも想像しなかったことである

山脈を横断して流れるので川幅は狭く急

流であるので地形的な点でもダムサイト

として申し分がない.地質は花筒岩類で

これまた上々のようであった.

帰りは易県近くの某王様の墓地を見物し

てかえること1こなった.基地といっても

昔の王侯の基は豪勢なもので今は廃虚とな

っている淋そのスケｰルはさすがに大き

い数100mの直線の参道の両側に色々の

けだものの石像が並び半ば梢朽ちた松柏

が樹齢の古さをものがたり石彫の獣類は

象に似て象に非ず馬に似て馬に非ずと

いった具合に抽象化凄れたものだけに古

い歴史と墓地という特殊環境とによって

妖しい美しさをかもしだしていた.さす

がに淋しい感じはおおうべくもないが当

時の王侯の栄華のあとカミ忍ばれた.

5.陽泉炭田調査の思い出

場泉炭はストブ用炭征どの家庭用炭と

･･泌､.'･ミ.＼◆

繊､警鎌添㍍
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延々と締く半無煙洪層の露頭

して北支の各都市で愛用されているとこ

ろでその与給源が陽泉炭鉱である.私

は17年の秋?この陽泉炭鉱に続く奥地の

調査を命ぜられて北京を開発した.陽泉

駅に着いたのはすでに目は落ちてほの購

い電燈がホｰムをわぴしく照している頃で

あった.客のすくないホｰムを歩きなが

ら私は今夜の旅館のことなど考えてこの

山西の小盆地の町に独リで泊るであろう旅

情にひたった.改札口を出ようとすると

脇から知らぬ人に声をかけられた“もし貴

方は開発の清原さんでは"というのであ

る.こんだところに知人はないし調査

基地と炭鉱から数k㎜離れた奥であるので

炭鉱にも連絡していないので不審に思い

租がら“そうですが''と答えると彼は

“s重役さんからお迎えに参りましたど

うぞ"といって率に案内した.炭鉱には

連絡していないしS重役などという人も知

ら扱い.しかし先方は何等かの意味で私

を迎えによこしたのに間違いはない.私

は率に乗込むと直ぐS重役なる人について

たずねた.運転手はよく知らない様子

であったが“なんでも此処にお出になる前

ほ柳泉の鉱長さんだったとか"という.

それで話はわかった.そのS君というの

ほ接収員時代の同僚で私カミ内地から初め

て大駒こわたり津藩線の大汝口炭鉱の接収

員として行くとき済南から現地までトラ

ックで案内してくれたのが彼で途中橋梁

かけ換え中の工兵部隊の軍曹に怒鳴られた

りS君のデタラメな切り抜けの口上で私が

大学の教授にならねばならぬ破目におちい

りとうとう部隊長が姿をあらわす始末とな

った等彼とは因縁浅からぬ伸であった.

其後半年余は大汝口の華豊炭鉱で同じ部

屋に寝間じ軍隊の飯を食っていたが彼

は柳泉炭鉱の接収に進発し其後その炭鉱

の鉱長としておさまり私は北支那開発会

社に調査局ができ北京に移り住んだのだ

お互の連絡も断たれていたわけである.

案内されたのは小高いところにある小さな

社宅であった.s君は玄関に迎えてくれ

た互いに無沙汰を謝し座敷に上った.

玄関の土間に4打入のビｰル箱がなげ出さ

れた凄まになっているのが独身住いの気

楽さを露呈しよその家とも思えぬ気安さ

があった.彼は相変わらず別居生活を続

けていたのである.だから食うも飲むも

また寝るも接収員当時の再現であった.

さすがに4打ものビｰルは飲めるものでは

なく酔うにまかせて2人とも打死してし

まったという結末であった.

明けの目S君の指図で調査基地に自動車

で向う.丘の上に造られた割石積みのト

ｰチカが今後1週間余の私の嬉舎である.

警備の兵員は軍曹を長として10名あまり�
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私は心細い気持で敵襲の場面を想像した､

アッツ島などと同様にこのよう恋基地は最

悪の場合は全減の運命を負わ凄批ている､

それは部隊と名のつく多入数のものから分

哨という小人数のも剛己至る護で種冷では

あっても敵味方が互い終戦略という術

策を用いる戦争においては仕方夢泌いこ

とであり兵隊さん連は否恋なし紘そダ堀

命に従順なξ｡答るを碍匁いW)に慈扱てた

ある人は偏りを闘いた高僧の心鏡に近いも

のを持ったであろうが大部の謝均髄に

近いことも行なつ淀軍隊というも剛ζ爽す

る怒りを宴うするこをもで意ず紀泣寝入

りするよう匁数きらめで薬順応っ恕のか

も知れない､

このトｰチカ獄直径10搬余のダｰ姦塑で

割肩を積み上げて造られその周醐ζ深養

2榊蟻燃の欝を巡らし濠の外側1猟鉄条

配で抽ちつかぬ数時閥を遇し淀こをは赦か

った.擦収貴娑時王週間余紀わたり昼も

夜も撃も護くられたり瀞薬の溝俗調査の

帰路の敵襲など鐵直接敵を慮繭していた

だけ紀恐るし蜜の点では比べもの紀ならな

いがそれは不安というものを通り麓した恐

怖観念であって平静のなかにゾタゾタ

と神経を刺激する不安というものもまた

たまらないものである.夜明け前にや

っと帰ってきた夜襲隊の姿を見て今までの

緊張が一時にほぐれて酒に酔った時のよう

に他愛なく眠ってしまった.

陽泉炭鉱から続くこの一帯の炭田は数カ

所にごく小規模の狸掘り式の炭鉱があるに

過ぎないが5m余の厚さのキラキラと光

沢のある炭層の露頭が延々と数料も続いて

いる状況は目の覚める思いであった.そ

してこんな未開の地みたいな所にも鉱区

権というものがあるのだろうかなどと変な

錯覚におちいるのであった.

ある狸掘り坑内に入る坑口に立って“入

ろうか入るまいか''と思案をしていると駿

馬を引いた百姓が入って行ったので私もそ

の後に続いた.3度会の水平に近い緩や

かな坑道を10数mも歩くと支柱が1本もな

い広い洞穴になった.カｰバイドランプ

が1つ2つついておぼろに坑内の状況がわ

かる.それは30m四方もあり天井の高

さが5mもあるので坑内などというもの

の感じではなく鬼の岩屋といった感じの

もσ)であった.突き当りが切羽で30cm

から4c

ζ鵬殉ぐ

らいの塊

炭が石垣

を積みか

けて休ん

でいる遠

路端のよ

うにごる

ごる転が

ってそ

のそば紀

粗末匁槻

篤榔禰

が至藍おいてある,机の繭に立つ花炎巷

糧の貰嬢を机¢梱う側に並った本城の経

営者であり営榮主任で齢る鉱圭との淑ζ碗

談カ減並して百姓は柵がしかの銭を紘って

夏尺鏑余の1塊炭を鰯罵の背¢)両側ぽ五個ず

つ積むピ機ボをいって坑外に蝕て行っ

花｡秘吾ζはこの採炭を売炭の方漆が衝肖

いも州ζ一慰わ杓淀｡

こ扱で1湘本の鉱業冷者か蒐花ポは怒

派"の流杓そうな犬露頭が延禽と続いてい

ても少しも不思議は姑'潟本陶地でも鹿

児島県下のある金鉱岬ζこれをは売鉱其

他紀多少の艦を喉ある赫似たよラ扱緩鴬の

鉱蝸蔓あるとのζをである.それは兼営

紀優秀な金鉱詮嬢する鉱山で年間侭トン

かの鉱肩を蛸し淀も城則ζ檀薮して㎞切

出鉱せず父艦伝来の蜜を小熾し終お淀

かも貯金を少しずつ引書蛸してつかうよう

紀鉱山の余禽を引書伸しているものがあ

るをの請登聞い恕がよく似たもののよう

に思える,

この附近の炭田は山西省構造盆地の東縁

の1点に過ぎず大同炭田が大きい匁とと

云ってもほとんど山西省全体が炭団であ

ろうと見られているのに比すればそのス

ケｰルの違いも背かれるのである曲

調査も終わりトｰチカ生活に別れを告

げる朝部落の治安維持会長という老人が

2人の若者に1尺月余の白木の箱2個を持

たしてトｰチカに現われた.鶏卵の入っ

た箱であった.1個は隊長に1個は私に

くれるという.有難く頂戴して北京に帰

った.

6.繭県馬伸橋附近のマンガン鉱

床調査の思い出

馬伸橋という町は北京の東方100k㎜余

の地点にあって満州国境のすぐ近くであ

る.当地域の瀞俺鉱床については先き

に(16年?)通産省地質調査所(当時は軍

需省地下資源調査所)の丁技師が踏査され

17年春北支開発調査局で調査を計画した

のであるが略同時期に満州鉱業開発会社

でも調査を希望し申請していたのであっ

将ンガン鉱隊

だ｡魏飽部隊おして獄著しく治安の悪い

所で齢るので欝備¢)都合も洲)両枕グ)

調査は同時に実施しても帥沈いをの要望

が齢つ花､そこで裁抵で1ま小生と測量の

洲鴛鉱籍か島鮒康蝸0幾本かの老測量家

某賎かその調剤こ参加し彪由治安が著し

く惑いので五地点に長時閉止蛮って調査す

為ζとは敵の集結襲撃の時間を孝走るこ

と紀放るので竺んどん移動して貰》咲い

をの欝備隊側の要望であっ花｡それで調

査は地質貴も測鐙貴も工魏聾紀なって歩

い花のである淋鉱床が帯状紀畏く続くの

で蓬劇ま嫁都合であっ花､このよう低調

養芯っ花ので小袋と同行し淀着い測貴家N

鴛紀は凄っ花く季の下しようもなく図

繭を作るなぎのごとはで慈なかっ淀鉱発

の老測量家は凄すが紀老練の士で酋から

下げ花ブラ板というスケッチ板で上手に図

面を作りて軸られた淡いか映しい程に

苦労してつ乍られた園丁節を写蜜せて下慈v'と

も申し出かねて私共の今度の調査は未完

に終わった.

その翌年たしか18年の夏の頃であっ

た.現地の治安も著しく良く扱ったとの

情報で再度調査計画が立てられた.地

質は先年度の関係で私が行くことになり

助手のF君も同行することになった.測

量は既に故人と決られたS君と助手のN君

運転手のI君と通訳の逸君を合わせて6人

の犬世帯になった.

北京から通州までは直線に近い立派な舗

装道路で快適であったが元気者のI君

は6脈㎜を越す猛スピｰドを関して私共

をはらはらさせた.しかし通州を過ぎ

ると道も悪くなり治安の点でも心配であっ

た.昨年通った時も心配であったが治

安が良く荏ったという現在でも無警備で

長い道中をするのは心細い.それに悪路

のために自動車がよく走らない.故障で

もおこしたらどうなることかと気をもんだ

ことであった.そしてはるか彼方に馬

伸橋の城門が見えてはじめてその落ちつ

かぬ気持もおさまった.(以下次号)

(錐青は福岡駐在員)�




